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General marking instructions 

These notes to examiners are intended only as guidelines to assist marking. They are not offered 
as an exhaustive and fixed set of features which all answers must include. 

Answers which do not follow the approach suggested in the guiding question, but have provided 
an alternative formal or technical focus should be rewarded appropriately in line with the 
assessment criteria. 

Instructions générales pour la notation 

Ces notes ne sont que simples lignes directrices pour aider les examinateurs lors de la notation. 
Elles ne peuvent en aucun cas être considérées comme un ensemble fixe et exhaustif de 
caractéristiques que les réponses doivent présenter. 

Les réponses qui ne suivent pas l’approche suggérée dans la question d’orientation, mais qui 
ont adopté un autre angle technique ou formel doivent être récompensées de manière 
appropriée, conformément aux critères d’évaluation. 

Instrucciones generales para la corrección 

El objetivo de estas notas para los examinadores es servir de directrices a fin de ayudar en la 
corrección. No deben considerarse un conjunto fijo y exhaustivo de características que deban 
estar presentes en todas las respuestas. 

Las respuestas que no sigan el enfoque recomendado en la pregunta de orientación, pero 
posean un enfoque alternativo, de carácter formal o técnico, también deberán ser valoradas 
de acuerdo con los criterios de evaluación. 
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1. 

テクストタイプ

詩

分析における重要な要素

• 「急所」とは何か、この詩の中でどのような概念で使われているか論じている。
• 主題をより効果的に示すために、詩全体がどのように構成されているか分析してい
る。

• 一連目で登場する「急所」をもつものの例（前半の「電車」「ゴミ箱」「ポスト」、
後半の「雲」「小娘」）が何を象徴するか考察している。（例：普遍性、確実性）

• 「鈍重な」「壊れた」「ひかえめな」存在のものに対して、それと対照的に、「たの
しさ」「やさしさ」「落ち着き」などと感じたり、また「忍冬」が「愉しく愚かに可

憐にさえ見え」たりする作者の心情について説明している。

• 擬人法、直喩、嗅覚や視覚の使用、擬態語、反復、指示語、文末表現（断定、命令、
修辞疑問）などの技法について分析し評価している。

• 一連目と二連目の語調がどのように変化しているか、その効果を含め論じている。
• 一連目の一人称「俺」から二連目の二人称「お前」への変化、またこの呼称が意味す
るところについて論じている。
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2. 

テクストタイプ

戯曲

分析における重要な要素

• 「正の母」のどのような言動が彼女の人物像を印象づけているか、それがどのように
抜粋文の雰囲気を作り出しているか考察し、観客がこの劇の奇妙で非現実的な世界に

引き込まれていく効果を述べている。

• 「正の母」と「男」の会話や互いへの反応が、戯曲特有の間や相槌、言葉遣い、トー
ンの変化によってどのように表現されているか、その効果を分析し評価している。

• 「男」とは何者か、「正の母」との関係において「男」の存在はこの抜粋文に何をも
たらしているか論じている。（例：「正の国」へ訪問客を案内するガイドの「男」は

聞き手として存在しているが、「正の母」の主張に感情移入したり迎合したりせず、

観客とは別の視点で「正の母」を見ている。フルーツをナイフで食べたりして、不可

解でシュールな独特な雰囲気を作り出している。）

• 「死んだお父さん」との関係性を通して「正の母」はどのような人物として描かれて
いるか、それは抜粋文の雰囲気形成においてどのような影響を与えているか説明して

いる。

• 「正の母」にとって息子の「正」はどのような存在なのか、またこの場面における
「正」の役割を述べている。（例：唯一固有名詞で描かれ、「タダシ」というカタカ

ナ表記も使用している。「正の母」が「キリスト」や「ハワイ」を通して意味すると

ころ、それが「正」とどう繋がるのか。異様な設定は違和感をもたらし、「正」とい

う「自慢の息子」が今後どのように劇に作用しているか期待させ観客を劇に引き込

む。）


